
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  地域とともにある学校づくり                        令和５年度 第12号 

雫石町コミュニティ・スクール通信 
雫石町教育委員会 令和５年１１月２７日発行 

 

10 月 24 日（火）、雫石中学校 1 年生は、雫石を支える人びとを訪問し、郷土への理解を深める「ふるさと学

習」を実施しました。６月に中学校で行った「ふるさと学習」の方向性を探る話し合い（熟議）を基に、職業として雫

石を支える人と、地域の役割を果たしながら雫石を支える人らが活動する町内 20 カ所を、グループに分かれ訪

問し、見学や体験、インタビューしながら学んできました。協力いただいた全ての方が快く受け入れ、丁寧に指導し

て下さいました。生徒はふるさと雫石を支える仕事・役割への理解を深めるとともに、自分自身の潜在能力を一

層引き出す学習経験となりました。 

 

中村建設株式会社  三浦 潤さん 

「道路や、トンネル、川のブロックな

どをつくる土木工事をしています。身

近な環境を整える、なくてはならない

仕事です。特殊な技能や資格がなくて

も、働きながら身に付けることが出来

ます。若い人に興味をもってもらいた

い！」 

雫石麻の会（亀甲織） 

             晴山 真美さん 

「亀甲織をたくさんの人に知って

もらい、体験会に来てもらいたい。

利益はあまり出ないが、次の世代に

亀甲織の技術や雫石の魅力を伝え

ていくことが大切だと思っていま

す」 

 

銀鮭養殖  滝沢 清さん 

「海水での養殖が増えている

が、稚魚を岩手県で育てている

ことはあまり知られていない。

中学生に見てもらえたことに

意味があった」 

本物の新聞記者さんに書き方を学ぶ！！記事文講座 

今回のふるさと学習の取材を国語科の学習と結びつける試みとし

て、11 月 6 日（月）岩手日報社 礒崎真澄販売局次長を講師に迎え

「雫石仕事びと」と題し、記事文の書き方を学びました。要点をつかん

でまとめる国語力をつけることを目標に、生徒たちは岩手日報の「ひと」

欄を参考に、取材させていただいた方を記事にまとめました。何をしてい

る人なのか分かる自然な写真を心がけることや、小見出しのアドバイス

を受け、出来上がった記事文は訪問先に送りました。 
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餌によってくる銀鮭に歓声

をあげ、写真撮影する生徒 亀甲織を是非体験してみたい！ 

雫石中学校 1年生 ふるさと学習 

～町内 20カ所を訪問して見学・インタビューしてきました～ 

まとめ学習 総合的な学習×国語科 

礒
崎
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の
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年
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【訪問先の方からのコメント】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雫石アーチェリーセンター・野球部外部コーチ  橘拓也さん 雫石町婦人会       岩持さん、中川さん、星合さん 

国有林材生産協同組合 大村利夫さん、高橋健太郎さん     雫石町役場（税務課）         井上岳丸さん 

五代目 徳田慎太郎（農業）     徳田慎太郎さん             一般財団法人雫石町スポーツ協会     吉田博輝さん 

ケアヴィレッジななかまど  櫻田正則さん、出町佳純さん しずくいし麻の会（亀甲織） 晴山さん、佐藤さん、藤本さん 

ペンションＨＡＩＪＩ/自然公園保護管理員   上村聡さん 銀鮭の養殖               滝沢清さん 

鳥獣被害対策実施隊          新里幹夫さん 雫石軽トラ市実行委員会        多田信将さん 

菊の司酒造株式会社          西舘誠之さん 雫石リサイクルセンター         高畑準さん 

リアス観光（株）雫石営業所      大久保誠さん 雫石プリンスホテル  佐藤さん、太田原さん、小澤さん 

御明神夏祭り実行委員会      平子田由則さん 中村建設株式会社      吉田勝次さん、三浦潤さん 

町議会議員（議長）          岩持清美さん 大村山祗神楽        高橋憲功さん、村田徹さん 

職場・地域訪問 取材報告会を開催しました 

ご協力いただいた 20 カ所の訪問先のみなさま、ありがとうございました（発表順） 

 雫石中学校 保護者参観 

保護者の声  訪問した先が企業だけじゃなく、地域

の役割を担う方を訪問して学んだのが良かった。こう

して発表会をすることで、学んできた人生のアドバイ

ス等をみんなで共有して響き合うことがいいですね！ 

11 月 9 日(木)の保護者参観日に合わせ、体育館で職場・地域訪問取材報告会を行いました。班ごとにイン

タビューしたことをまとめ、その方から感じた「働く」ということを発表しました。聞いたことを報告するだけでなく、そこか

ら学んだこと、何を求められているのか、自分たちにできることは何かまで深く考えられた発表でした。婦人会を訪

問した班は、婦人会の会員が減少していると聞き、活動内容を紹介して「誰でも参加することができるので、ここに

いるお母さん方、是非加わってみてください！」と呼びかけました。 

生徒はタブレットを活用し、分かりやすくプレゼンテーションし、将来必要なスキルの実践発表の場ともなりました。 

藤原 琴音さん  自分の好きなことに一途にま

っすぐになれるのはかっこいいと思いました。自

分も趣味を仕事に出来たらいいなと思いました。  

（鳥獣被害対策実施隊 新里幹夫さんを訪問）   

2 組 2 班 菊の司酒造 

4 組 1 班 軽トラ市実行委員会 4 組 5 班 大村山祇神楽 

2 組 1 班 鳥獣被害対策実施隊 

※発表資料より引用 


